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全体概要 

Ⅰ．運営面  

基礎生物学研究所は、国内外の基礎生物学の研究・教育を推進するための中核機関として、

世界最高水準の研究基盤を形成し先端研究を展開している。そして、形成した研究基盤を共同

利用研究として国内外の研究者に供することで、国内外の研究力強化に取り組んでいる。運営方

針の決定と評価は、所外委員 10 名、所内委員 11 名（2021 年度より 10 名に変更予定）で構成

する運営会議で行い、透明性が高く、研究者コミュニティの意見を効果的に取り入れた運営を行っ

ている。グループ研究の利点を生かした 13 研究部門、独立研究の利点を生かした 12 研究室、新

規分野融合研究を推進するオープンラボで研究を進めるとともに、国内外より共同利用研究を受け

入れている。さらに、新技術導入と新分野開拓のため、生物機能解析センター、モデル生物研究セ

ンター、新規モデル生物開発センターを設置し、専任教員、技術職員を配置することによって、研究

基盤形成強化と国内外研究者に高水準の共同利用研究の機会を提供している。研究所の全構

成員に、研究活動における不正行為防止に関する講習会等への参加を義務づけ、研究倫理教

育を徹底している。 

 

Ⅱ．中核拠点性  

各研究分野でトップレベルの評価を受けている国際学術専門誌に掲載される論文数、被引用

率トップ 10％の論文数など、客観的な基準で質の高い研究成果論文を多数継続して発表してお

り、国際的な学術中核研究拠点として認知されている。さらに、これらの研究を基盤とした共同利

用研究を、国内外の研究者と実施し、高水準の研究成果論文を共同発表することで、国内外に

共同利用中核拠点としてのプレゼンスを示している。これらの活動に加え、基礎生物学分野に必要

な新技術開発と利用を促進するため、上記３センターに加え、新学術領域研究・学術研究支援基

盤形成「先端バイオイメージング支援プラットフォーム」の中核機関として、先端技術の普及により、

生命科学分野におけるバイオイメージングの水準の向上に貢献している。また、所内研究者が主体

となって国際会議を開催すること、共同利用研究として国内外研究者が提案する研究会を公募し

て開催支援すること、最先端研究技術に関するトレーニングコースを開催することによって、若手研

究者の育成を含めた中核拠点性を明示するとともに、国内外の研究者ネットワークを構築している。 

 

Ⅲ．国際性  

研究部門、研究室、オープンラボからの発表論文はほぼ全てが国際誌に掲載されており、４割程

度が国際共著論文である。また、所内公募による国際共同研究促進支援を行っている。海外学

術機関の外国人研究者を評価委員とした国際外部点検評価を、研究面では、部門について 10

年ごと、運営面では隔年（第３期中期目標期間内）実施している。国際的な『生き物研究の中核

拠点』を目指し、欧州分子生物学研究所（EMBL）や米国・プリンストン大学など、海外の先導的

研究機関および学術機関との間で連携協定を結び、国際共同研究を実施するとともに、国際会

議やシンポジウムの合同開催を通じて、国内外研究者コミュニティの双方向の交流のハブとしての役
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割を果たしている。また、所長を議長とし、主幹など 13 名からなる戦略会議と、University 

Research Administrator (URA)を主体とした研究力強化戦略室（以降、戦略室）の国内国際連

携グループにおいて、定期的に海外連携機関から情報を収集し、国際連携の強化、国際的研究

動向の把握を行っている。戦略会議と戦略室若手研究者支援グループにおいて、国際的視野を持

つ若手研究者（学生を含む）育成のため、海外研究・学術機関への若手研究者派遣、外国からの

外国人若手研究者の受入を行ってきた。プレスリリースは国際メディアに対して英語配信している。 

 

Ⅳ．研究資源  

生物機能解析センター、モデル生物研究センターにおいて、ゲノム解析やバイオイメージング等に

関する高度な設備や最新技術などの研究資源を活用した、国内外共同利用研究を展開するとと

もに、新規モデル生物開発センターにおいて、公募による新規研究資源開発共同研究を行っている。

世界最大の分光照射装置「大型スペクトログラフ」を国内外共同利用に供し、継続的に成果を得

ている。生物学研究のために独自開発した９個のデータベースを提供している。災害等による生物

遺伝資源の損失を防ぐための大学連携バイオバックアッププロジェクト(IBBP)の中核機関として、保

管施設 IBBP センターを運営し、生物遺伝資源を低温保存するとともに、公募により国内他機関と

新規保存技術開発共同利用研究を行っている。ナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRP)を支え

る機関として、メダカ・ゼブラフィッシュ・アサガオの生物資源の維持・配布を行っている。 

 

Ⅴ．新分野の創出  

研究所として、機能強化経費「生物の環境適応戦略解明に向けた統合的研究」、「大学間連

携による新規モデル生物の開発拠点形成」により、国内外研究機関とコンソーシアムを形成し、両

新分野の創出を推進している。また、自然科学研究機構の新分野創成センター、分野融合型共

同研究事業と共同し、新分野創出に取り組んでいる。その成果として、国立天文台と共同でアスト

ロバイオロジー分野の研究構想を行い、自然科学研究機構におけるアストロバイオロジーセンター設

置に中心的な役割を果たすとともに、基礎生物学研究所から定員を配置換えした。また、核融合

科学研究所と共同でプラズマバイオロジー分野を開拓するため、同研究所から人員を受入れた。ア

ストロバイオロジー、プラズマバイオロジーの研究者が基礎生物学研究所の研究者と融合して新分

野創出を行うために、オープンラボを設置し、共通研究室、共通機器を整備するとともに、研究所長

が先導して合同セミナーを行っている。研究部門、研究室、オープンラボにおいて、科学研究費補助

金新学術領域研究領域代表者の輩出、萌芽的研究、さきがけ研究などの外部資金獲得によって、

最先端分野における新分野の創出に取り組んでいる。 

 

Ⅵ．人材育成  

総合研究大学院大学 生命科学研究科 基礎生物学専攻の基盤機関として、最先端の研究

環境を活かした大学院教育を実施するとともに、国内外の大学から大学院生を特別共同利用研

究員として受け入れ、次世代を担う若手研究者の育成を行っている。複数教員指導体制により、
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広い視野を持った学生を育成している。大学院生全員を Research Associate として雇用し、給与

を支給している。また、国費留学生特別選抜枠などを活用し、国際化を進めている。 

若手研究者を博士研究員（NIBB リサーチフェロー、任期３年）、特任助教（任期５年）として雇

用するとともに、助成金制度を設け、独立に向けた研究支援をしている。また、博士人材の多様な

ニーズに応えるため、「博士人材のためのキャリアパスセミナー＆相談会」を毎年開催している。 

ダイバーシティー促進のため、女性を対象とした公募、子供の帯同可能な多目的室の設置を行っ

た。また、機構と連携して、職員および共同利用研究者に対して、保育園、出張時子供帯同旅費

支援、保育サービス利用経費一部補助などを行っている。 

 

Ⅶ．社会との関わり  

戦略室広報室に URA 職員を配置し、社会に開かれた活動を行っている。研究成果のプレスリリ

ース発信、ホームページ、SNS を通じた配信、科学番組への協力、講演、インターネットライブ配信

等により、社会に対する研究成果の還元を行っている。社会に対する啓発活動として、研究所の研

究環境、研究活動、研究成果等についてホームページや SNS で定常的に公開するとともに、３年お

きに約 3000 人に対する一般公開を行っている。社会における科学教育活動として、研究者による

小中高校生向けの授業、講演会や、理科教員向けのセミナーを実施している。産学連携や寄付

金などを生かした社会との協働・共創を通じた新たな研究展開を目指し、戦略室産学連携グルー

プに URA 職員を配置し、産学連携、特許取得支援、寄付金のシステム改善などを行っている。 

 

自由記述  

運営会議で決定された運営方針の元、URA を主体とした戦略室で具体的な実務を行っている。

本研究所の URA は、博士号をもつ研究者出身であることが大きな特徴で、研究を熟知した彼らが

研究所のパフォーマンス向上に多大な貢献をしている。しかし、URA は現状では任期制で、業務の

特殊性から他機関との流動性が乏しい。今後は、URAをキャリアパスのあるResearch Management 

and Coordination (RMC) という職域に配置替えし、研究教育職員、技術職員、RMC 職員が三

位一体となった運営体制を構築するとともに、新たな学問領域を切り開くために新設したオープンラ

ボと、研究部門・研究室によるコアラボとの「デュアルラボ体制」で生物学を先導する。これまで、全ゲ

ノム配列決定や多様な生物種の基本的生命現象に関するノウハウを集積していたところに、ゲノム

編集が可能になったことで、一挙に生物学のフロント研究を展開する研究所へと躍り出た。さらに、

最先端のバイオイメージング技術をいち早く導入し、定量的な解析を推進したことで、極めて質の高

い生物学研究を展開してきた。今後も、先見性のある研究力を活かして解明していくとともに、共同

研究・研究会・トレーニングコース等を通して世界をリードする研究の普及を図っていく。 

運営交付金が減少しているなか、科学研究費助成事業を中心とした外部資金をコンスタントに

獲得することで、研究所の高い研究力を支えている。それでも、共同利用に用いる最先端機器の

導入、および機器更新が困難な状況にある。今後、数千万円の機器や装置を大学共同利用機

関に入れる仕組みを作ることが、新しい生物学分野の開拓において必要不可欠と考える。 
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Ⅰ．運営面  

 

開かれた運営体制の下、各研究分野における国内外の研究者コミュニティの意見を

踏まえて運営されていること 

 

【主な観点】 

◎① 共同利用・共同研究の実施に関する重要事項であって、機関の長が必要と認める

ものについて、当該機関の長の諮問に応じる会議体として、①当該機関の職員、②①

以外の関連研究者及び①②以外でその他機関の長が必要と認める者の委員で組織

する運営委員会等を置き、①の委員の数が全委員の２分の１以下であること 

◎② 上記の体制が、国内外の研究者コミュニティの意向を把握し、適切に反映できる

人数・構成となっていること 

◎③ 研究活動における不正行為及び研究費の不正使用への対応に関する体制が整備さ

れる等、適切なコンプライアンスが確保されるための体制が実施されていること 

◎④ 共同利用・共同研究の課題等を広く国内外の関連研究者から募集し、関連研究者その他

の当該機関の職員以外の者の委員の数が全委員の数の２分の１以上である組織の議を経て

採択が行われていること 

 

【自己検証結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本文） 

Ø 当該機関の長の諮問に応じる会議体の外部構成員の数・全委員に占める割合、開催実績、

および共同利用・共同研究を推進する体制 【検証する観点①②】 

基礎生物学研究所の最高意思決定機関として運営会議（所外委員 10 名、所内委員 11 名

（2021 年度より 10 名に変更予定））を設置し、運営方針決定、評価、共同利用・共同研究の実

施等に関する重要事項について審議を行っている （図１）。この運営会議の所外委員に、コミュニテ

ィ代表としての意見・提案をもらって恒常的に研究所の運営に反映させ、透明性が高く、研究者コミ

ュニティの意向を効果的にとり入れた組織運営を行っている。運営会議で決定された運営方針の元、

【検証する観点】 

①②③④ 

【設定した指標】 

・当該機関の長の諮問に応じる会議体の外部構成員の数・全委員に占める割合、開催実績、および

共同利用・共同研究を推進する体制 

・研究活動における不正行為等への対応等適切なコンプライアンス確保に向けた必要な体制の整備

状況 

・共同利用・共同研究課題を採択する所内組織と規則の整備状況 
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所長を議長とし主幹を中心とした戦略会議で具体的な業務内容を決定し、URA 職員を中心とし

た戦略室（自由記載項目の「今後の運営体制の強化について」を参照）で実務を行っている。また、

2020 年度の所外委員 10 名のうち５名は女性委員を指名して、女性研究者の新たな育成につい

てアドバイスを受けている。 

グループ研究の利点を生かした 13 研究部門（標準的な構成員：教授 1 名、助教 2 名、特任助

教または博士研究員１名、技術職員１名）、独立研究の利点を生かした 12 研究室（標準的な構

成員：准教授１名、特任助教１名など）、そして、新規分野融合研究を推進するオープンラボ（教

授１名、特任准教授３名、助教７名、特任助教４名（2020 年 8 月 1 日現在））で研究を推進し、

水光熱費等以外の研究費は外部資金を獲得し、最先端研究基盤形成を行っている。そして、研

究部門・研究室の研究基盤を活かし、国内外より共同利用研究を受け入れている。 

新技術導入と新分野開拓のため、生物機能解析センター、モデル生物研究センター、新規モデ

ル生物開発センターを設置し、専任教員、技術職員を配置し、所内の研究基盤形成強化と国内

外研究者との共同利用研究を行っている。 

 

図１. 2016 年度〜2019 年度に開催された基礎生物学 

研究所運営会議開催状況 

注) 書面審議の日付は結果の報告日を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ø 研究活動における不正行為や研究費の不正使用等への対応等適切なコンプライアンス確保

に向けた体制の整備 【検証する観点③】 

研究所の新たな構成員に対しては、毎年４月に開催する岡崎３機関主催の「新任職員等オリエ

ンテーション」と研究所主催の「基生研ガイダンス」にて、研究活動の不正行為防止等の教育を実

施している。研究所の全構成員に対しては、研究活動の不正行為防止等への意識を高めるため、

毎年開催される、研究活動における不正行為防止に関する e-ラーニングやコンプライアンス研修、

安全衛生講習会、ネットワークのセキュリティ講習会、ハラスメント防止研修会等への参加を義務づ

け、研究倫理やコンプライアンスの理解を深めるための教育を行っている（図２）。 

�� �� �

���� ����� ��
	���� ��

���� �	��

���� ��
���� ���� �	

������ �

����� ��

���	 ��
� ��
���
� ��
������ �	��

����� ��
���
 ����� �	��

����� ��
��
� ��



 

 
 

- 6 - 

 

図２. 2016 年度〜2019 年度に開催された研究者行動規範に関する説明会および講習会リス

ト 

 

Ø 共同利用・共同研究課題を採択する所内組織と規則の整備状況 【検証する観点④】 

共同利用・共同研究の課題は、研究所のホームページでの告知やポスターの国内大学等研究

機関への配布を通じて広く募集し、自然科学研究機構基礎生物学研究所共同利用研究員会

規則（図３）のもと、２名の所外委員を入れた基礎生物学研究所共同利用研究委員会にて審査

を行い、運営会議（上記「当該機関の長の諮問に応じる会議体の外部構成員の数・全委員に占

める割合、開催実績、および共同利用・共同研究を推進する体制」の項参照）の議を経て承認し

ている。課題は、共同利用・共同研究開始年度の前年度の 12 月頃を〆切として公募するほか、

研究の進捗状況に対応した当該年度途中の随時申請も認めている。2018 年 11 月より自然科学

共同利用・共同研究統括システム （NOUS: NINS Open Use System）を導入し、申請から採択、
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共同利用研究終了後の報告書作成までの作業をオンラインで行う環境を整備し、申請者および審

査委員の業務軽減に努めている。 

 

          

図３. 基礎生物学研究所共同利用研究委員会規則 

 

Ø 今後の目指すべき方向性 

運営会議や海外の研究者も含んだ外部評価委員会、および各研究分野の研究者コミュニティ

のフィードバックのもと、日本の研究力強化にどのような共同研究や支援システムが有効かを議論す

る。それに基づき、基礎生物学研究所との共同利用研究を通じて、独創的で質の高い研究をより

多く生み出すことで、研究者コミュニティに貢献する。ただ、運営交付金の低下とともに先端機器の

導入・整備を充分に行えない状況が、大学共同利用機関の研究所として大きな課題となっている。 

 

自然科学研究機構基礎生物学研究所共同利用研究委員会規則 

 

平成１６年７月１日 

基研規則第１９号 

 

（目的） 

第１条  この規則は，自然科学研究機構運営会議規程（平成１６年自機規程第１７号）第

９条第２項の規定に基づき，共同研究計画に関する事項等を調査するために共同利用研

究委員会（以下「委員会」という。）を設置し，その組織及び運営に関し必要な事項を定

めることを目的とする。 

（組織） 

第２条  委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

一  運営会議議長が指名する運営会議委員  ６名 

二  運営会議の議を経て基礎生物学研究所長が委嘱する運営会議委員以外の者  ４名 

２  前項第１号の委員のうち，少なくとも２名は基礎生物学研究所の職員以外の委員とす

る。 

３  委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の

残任期間とする。 

（所掌事項） 

第３条  委員会は，運営会議議長の諮問に応じ，共同利用研究計画及び実施に関する事項

を調査する。 

２  前項の共同利用研究は次のとおりとする。 

一  共同利用研究 

二  共同利用実験 

（委員長） 

第４条  委員会に委員長を置く。 

２  委員長は，第２条第１項第１号の委員のうち，基礎生物学研究所の教授である者から

互選する。 

３  委員長は，会議を招集し，その議長となる。 

（定足数） 

第５条  委員会は，委員の過半数の出席が無ければ議事を開き議決することができない。 

（委員以外の者の出席） 

第６条  委員長は，必要に応じて，委員以外の者を会議に出席させ，意見を聴取すること

ができる。 

（庶務） 

第７条  委員会の庶務は，岡崎統合事務センター総務部国際研究協力課において処理する。 

 

附 則 

１  この規則は，平成１６年７月１日から施行する。 

２  この規則施行の後最初の任命に係る委員の任期は，第２条第３項の規定にかかわらず，

平成１７年３月３１日までとする。 

附 則 （平成２２年基研規則第３号） 

１  この規則は，平成２２年４月１日から施行する。 

２  自然科学研究機構基礎生物学研究所培養育成研究施設大型スペクトログラフ室運営委

員会規則（平成１６年基研規則第８号）は廃止する。  

附 則 （平成２３年基研規則第４号） 

この規則は，平成２３年４月１日から施行する。 

附 則 （平成２６年基研規則第５号） 

この規則は，平成２７年３月１１日から施行する。 
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Ⅱ．中核拠点性  

 

各研究分野に関わる大学や研究者コミュニティを先導し、長期的かつ多様な視点から、

基盤となる学術研究や最先端の学術研究等を行う中核的な学術研究拠点であること 

 

【主な観点】 

◎① 当該機関の研究実績、研究水準、研究環境、研究者の在籍状況等に照らし、法令

で規定する機関の目的である研究分野において中核的な研究施設であること 

◎② 対象となる当該研究分野において先導的な学術研究の基盤として、国内外の研究

者コミュニティに必要不可欠であり、学術コミュニティ全体への総合的な発展に寄

与していること 

◎③ 当該機関に属さない関連研究者が当該機関を利用して行った共同利用・共同研究

等による研究実績やその水準について、研究分野の特性に応じ、当該研究分野にお

いて高い成果を挙げていること 

◎④ 研究者コミュニティの規模や施設の規模等に対応して、共同利用・共同研究に国内外から

多数の関連研究者が参加していること 

 

【自己検証結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本文） 

Ø 基礎生物学分野における研究活動状況 I （2016 年度〜2019 年度に発表された論文数、

国際共著論文数、高いインパクトファクター雑誌への掲載数、トップ 1%およびトップ 10%論文数） 

【検証する観点①】  

基礎生物学研究所では、幅広い生き物が見せる多様な生物現象を対象に、最先端技術を用

いた独創的な研究を展開している。それらの研究力を背景とした共同利用・共同研究の実施、トレ

ーニングコースの開催、および貴重で重要な生物遺伝資源の収集・保存を行うことで、コミュニティに

貢献する中核拠点を形成している。研究活動状況の指標として、第３期中期目標期間（以降、第

３期）４年間（2016-2019 年度）に基礎生物学研究所から発表された原著論文数は、2010-2015

年（第２期中期目標期間（以降、第２期））と同等の高い水準を維持している（図４A）。InCites 社

 

【検証する観点】 

①②③④  

【設定した指標】 

・基礎生物学分野における研究活動状況（2016 年度〜2019 年度に発表された論文数、国際共著

論文数、高いインパクトファクター雑誌への掲載数、主な受賞、被引用率トップ 1%およびトップ 10%論

文数、共同研究・共同利用による論文数、国際会議と研究会の開催、技術講習会の開催） 

・共同利用・共同研究の実施状況 

・バイオイメージング分野の中核機関としての活動 
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の ESI Highly Cited Papers を用いた比較によると、Impact Factor が概ね 10 以上の学術雑誌に

掲載された論文数においても、成果を維持している（図４B）。被引用数がトップ 1%およびトップ 10%

に相当する論文も安定して発表されている （図４C）。これらの成果が認められ、多くの受賞に繋が

っている（図５）。このように、客観的な基準で質の高い研究成果論文を多数継続して発表しており、

国際的な学術中核研究拠点として認知されている。特筆すべきは、2016 年度 10 月に大隅良典

名誉教授が受賞したノーベル生理学・医学賞において、受賞の Key Publications として委員会が

挙げた４報の論文の内、２報は大隅名誉教授が基礎生物学研究所在籍中に発表された論文で

あることで、基礎生物学研究所で行われた研究の質の高さを示している。大隅氏が基礎生物学研

究所において、吉森助教授と水島助手らとチームを組んで酵母のみならずヒト培養細胞・ノックアウ

トマウスなどを用いてオートファジー研究が展開できる環境を得られたことは大きな転換点であったと

考えられ、基礎生物学研究所の研究環境とそれを活用した研究活動のレベルの高さを示す事例と

なっている。 

 

(A) 2016 年度〜2019 年度に発表された論文数 

 

(B) 2016 年度〜2019 年度における高被引用度論文数 

 

(C) 2016 年度〜2019 年度におけるトップ 1% およびトップ 10% 論文数 

 

図４. 2016 年度〜2019 年度に発表された論文情報 
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図５. 2016 年

度〜2019 年

度の主な受

賞状況 

 

 

 

 

 

Ø 基礎生物学分野における研究活動状況 II （国際会議と研究会の開催、技術講習会の開

催） 【検証する観点②③】 

第３期の４年間では、研究所主催の国際会議や主に外部の研究者が代表となる基礎生物学

研究所共同利用研究「研究会」を開催することにより、新規モデル生物であるゼニゴケやイベリアト

ゲイモリの研究者コミュニティの発展、遺伝子オルソログ解析コミュニティの今後の方向性の決定、生

物における熱動態の研究等の新分野の立ち上げに貢献した。第２期から開始した「ゲノムインフォマ

ティクスや生物画像解析手法の国内向けトレーニングコース」では、年間の開催数を増やすことで、

研究者コミュニティからの高い参加要望に応えた。また、英語を使用言語とするトレーニングコースの

実施や講義内容に関する総説を発表する等、異なる手段を用いて、国内外の若手研究者や大学

院生がこれら研究手法を身につける機会を提供した。以上の取り組みにより、国内外の新規の研

究者コミュニティの立ち上げや発展、研究手法・技術の共有、若手研究者育成に寄与した（図６）。 

 

図６. 基礎生物学研究所で開催した研究会や実習コース 
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Ø 共同利用・共同研究の実施状況 【検証する観点③④】 

基礎生物学研究所共同利用研究の実施件数は、第３期の 2016〜2019 年度の各年度におい

て年間 160 件を超えており、第２期に引き続き高い水準を維持している。各年度の共同利用研究

申請代表者の所属機関数は増加傾向にあり、国内外の多数の機関との幅広い共同利用研究が

展開されている。また、共同利用研究実施に係る受入研究者・大学院生の延べ人数、および、そ

の所属機関数は第２期に引き続き高い水準を維持しており、国内外の学術機関との間で活発な

交流を展開している（図７）。これら共同利用研究の成果を、高水準の研究成果論文として共同発

表することで、国内外に共同利用中核拠点としてのプレゼンスを示している。 

 

図７. 基礎生物学研究所共同利用研究の実施状況 

 

Ø バイオイメージング分野の中核拠点としての活動 【検証する観点②③④】 

バイオイメージングに関する共同利用・共同研究は、生物機能解析センター・光学解析室が担

当し、最新機器と技術を提供して推進してきた（図８左上）。顕微鏡メーカーなどの民間企業も参

加可能とするバイオイメージングフォーラムを毎年開催し、イメージング技術や機器開発につながる情

報交換の場を提供している。2014 年には本研究所主催の「全国大学等バイオイメージング連携体

制の今後のあり方を考える会」を開催し、日本におけるバイオイメージング分野の問題点について議

論した（図８右上）。そこでは、イメージング施設の人員不足や機器の導入・更新が難しくなりつつあ

るといった意見が多く寄せられ、既存の最新機器の有効活用がイメージング研究の推進につながるこ

とが提案された。そのような中、2016 年より文部科学省科学研究費助成事業・新学術領域研究・

学術研究支援基盤形成 「先端バイオイメージング支援プラットフォーム (ABiS; Advanced 

253$&)����%.0,H��9"/!� (
�� �
�� 61*8 '*8 &)"/ #7"/ 4-
����� �� �� �� �� � ��

� �	�� �� �� �� �� � ��
� �
�� �� �� �� �� � ��
� ���� �� �� �� �� 	 	�
�0�� �� �� �� �� 	 	�

152&'*9#���3�'*,� �$."�!)
�� �
�� 60H8 (H8 '*$. %7 4-
����� �� �� �� �� 
 ���

� �	�� �� �� �� �� �� ��	
� �
�� �� �� �� �� � ���
� ���� �� �� �
 �� �� ��	
�/�� �� �� �� �� �� ���

7�8-/2#)�4095/2R4�&�2(�'1

�
�� ��3 �
�� ��3 � ��3
���$% ��� ��� �� �� ��	 � �	 ���

� �	$% ��� ��� �� �� ��� � �� ���
� �
$% ��	 ��� �� ��� ��� 	 �� 		�
� ��$% �	� ��
 �� �� �	
 � �� ���
�9$% ��� ��� 
 �
 ��� � �� ��	

�!"7�8-*UH21�3/27.H2

$% , *U �6
�63!" 03!" /2*U



 

 
 

- 12 - 

Bioimaging Support)」が発足し、基礎生物学研究所は生理学研究所と共に中核機関として、国

内のバイオイメージングネットワークを構築した。光学顕微鏡、電子顕微鏡、MRI、画像解析の最先

端技術を提供し、発足から 2019 年度の４年間で 986 件の科研費課題の支援を行うとともに、各

種トレーニングコースを開催した（図８右下）。この ABiS 支援は、1033 件の学会発表（2016 年度〜

2019 年度）と 230 件の論文発表（2020.8.19 現在）につながっている。ABiS は 2018 年に、欧州の

バイオイメージング研究ネットワーク(Euro-BioImaging (EuBI))が展開する、グローバルネットワーク

(Global BioImaging (GBI))のメンバーとなり、毎年開催される Exchange of Experience (実績・経

験に基づく意見交換のための実務者会議) に参加し、国際標準の支援や新規技術の共有、デー

タ共有システムの構築、世界で共通の問題となっているキャリアパスに対する対策の意見交換などを

行っている（図８左下）。このように、最先端機器や技術を用いた大学共同利用機関としてのバイオ

イメージング支援に加え、国内外のイメージングネットワークの中核機関としての役割を担っている。 

 

図８. 国内外におけるバイオイメージングネットワークの中核機関としての活動 

 

Ø 今後の目指すべき方向性 
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もに、GBI との連携を通じて国際ネットワークをより強化する。また、新型コロナウイルス感染の影響に

対応して、2020 年秋に ABiS 支援についてのオンライン説明会を開催し、コロナ禍においても最先端

のバイオイメージング技術による支援を継続する。先端的ゲノミクスやバイオインフォマティクスの解析

手法に関しても、統合ゲノミクス共同利用研究として、最先端の遺伝情報の取得や解析を提供す

る。更に、新分野創成の観点で研究所が推進する、基礎生物学研究所の真骨頂とも言える多彩

な生物や新規モデル生物を用いた基礎生物学研究を一層展開し、研究者コミュニティに提供する。

以上の取り組みを通じて、『生き物研究の中核拠点』としての役割を果たし、国内外の研究者の研

究力強化に貢献する。 

 

Ⅲ．国際性  

 

国際共同研究を先導するなど、各研究分野における国際的な学術研究拠点としての

機能を果たしていること 

 

【主な観点】 

◎① 国際的な調査・研究活動について、当該研究分野における国際的な中核的研究施

設であると認められること 

◎② 海外の研究機関に在籍する研究者をアドバイザーや外部評価委員、運営委員会等

の委員に任命するなど、当該研究分野の国際的な動向を把握し、運営に反映するた

めに必要な体制が整備されていること 

③ 研究者の在籍状況や外国人の共同研究者数・割合等について、当該研究分野において、

国際的に中核的な研究施設であると認められること 

④ 国際的な学術研究拠点として多様で優秀な人材を獲得するため、外国人研究者など人材

の多様性や流動性の確保のための支援・取組が行われていること 

⑤ 外国人研究者に向けた共同利用・共同研究体制の整備が十分に行われていること 

 

【自己検証結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検証する観点】 

①②④⑤ 

【設定した指標】 

・国際的な研究活動の状況（基礎生物学研究所が連携協定を結ぶ海外学術機関等との国際共

同研究・国際連携活動） 

・海外研究機関への派遣や国際実習コース等による若手研究者育成 

・国際外部評価委員や海外連携機関の長等との意見交換実施状況 

・研究力強化戦略室・国際連携グループによる支援体制 
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（本文） 

Ø 国際的な研究活動の状況 【検証する観点①】  

基礎生物学研究所は、国内の大学や共同利用・共同研究拠点、附置研とのネットワークを形

成するだけでなく、海外の学術研究機関との共同研究や連携活動をグローバルに展開することで、

国際的な『生き物研究の中核拠点』を目指している。研究部門、研究室、オープンラボからの発表

論文はほぼ全てが国際誌に掲載されており、４割程度が国際共著論文である。 

自然科学研究機構と欧州分子生物学研究所（EMBL）（2007 年より）や米国・プリンストン大学

（2010 年より）との連携協定、基礎生物学研究所とドイツ・ハイデルベルク大学（2019 年より）やシン

ガポール・テマセク生命科学研究所（2010 年より）との協定等、８件の欧州、米国、アジアの先導的

研究機関および学術機関との協定を基に、双方の機関に所属する研究者による国際共同研究の

実施、シンポジウムや実習コースの合同開催を展開した。また、オープンラボ（自由記載項目の「新

たな生物学の開拓に向けたオープンラボの設置」を参照）を設置し、ハイデルベルグ大学の若手教授

１名に訪問教授の称号を付与し、「共生」に関する挑戦的な国際共同研究を実施している（図９）。 

基礎生物学研究所および自然科学研究機構の国際共同研究事業や科研費等外部資金等

を活用し、欧米やアジア等の海外学術機関との国際共同研究を推進し、2016 年度からの４年間

で 199 報の成果論文を発表した。研究所創設期より続く国際会議「NIBB コンファレンス」を第３期

中に４回開催し、ゼニゴケ研究者コミュニティの発展、遺伝子オルソログ解析コミュニティやバイオイメ

ージング研究の今後の方向性決定、生物の季節感知機構の研究者コミュニティの立ち上げなどに

貢献した。これらの国際共同研究および連携活動により、生物学のさまざまな研究者コミュニティを

先導する研究成果を発表するとともに、国内外双方向の研究者の交流のハブとしての役割を果た

した（図９）。 

 
図９. 第３期での基礎生物学研究所の国際共同研究・国際連携活動 

 

l �v�OF&°�O
�694%,L

u ¨±­��

-���20�69$ -� SU

�|�« «��� �|� SU

������� |�ª� SV

afgR]pnomjh �±��ª{ SW

­¯�¯���|±¯°¥{ª±* |�ª� SX

u �{¥ª�

�ª¯��¯�� >� SU

®�¯�¯�:�� >� SV

``caRbhlikjh >� SV

{«�±��� ��� SW

¢��§±����� >� SW

�­©��� >� SX

u {�{°��{�{

�¢��2�8�69$ �¯�¡±« SU

�/�:�� �/ SV

�~±¤������ �±��©ª{ SV

A�E+�� �� SW

�/��69N �/ SX

7!E)�� �� SX

¦��§�� �±��©ª{ SX

*1:/��"#����*2:NIBB
��	
�����%���
*3:NIBB�%.-���*4:���),������%��

�2016&$���4&��
��� ����
�!0*199+�'(

�v�OF&.
²VTUY� �M³

�ª¯��¯��

• 3220��Iux�O
�69²VTUY� µVTU[� ³
• ���­��£���?�±�xK�²VTUZ� ³
• �J20�wLty���¯¡�}¤xK�²VTU\� ³

�|�« «���_ef

• �@
0x	"<wLty�O
�69²VTU\� µ³
• 20x1�G"°1�"<wLty���¯¡�}¤xK�
²VTVT� ��³

�¢��2�8�69$

• ��QPwLty�O�?�±�x
�²VTUY� ³

�/��69N

• ��QPwLty�O�?�±�x
�
²VTU[� qVTVT� ��³

da^^�¯�z¬¯�²�O�D³

VTUY� ´ 20x�=#5

VTUZ� ´ 'B¦�«20r����s
VTU[� ´ �;�|�|¥±�¯�
VTU\� ´ H���«�­�C(



 

 
 

- 15 - 

Ø 海外研究機関への派遣や国際実習コース等による若手研究者育成 【検証する観点①④】 

国際的で幅広い視野を持つ若手研究者の育成の観点から、各種国際共同研究事業や学術

交流事業を通じ、外国人研究者や大学院生の受入や日本人研究者や大学院生の海外派遣を

行ってきた。とくに、連携協定締結機関である米国・プリンストン大学には、2016 年度より研究所の

若手研究者２名を派遣して現地での共同研究を展開し、３報の成果論文を発表した。これにより

生命科学分野での同大学との連携活動・国際共同研究実施の強化に繋がった。外国人研究者

等の受入では、NIBB 国際実習コースや NIBB インターンシップ・プログラム等を通じて実施し、国内

外の若手研究者や大学院生の育成と交流を促進した。とくに、小型魚類を用いた国際実習コース

を２回開催し、大学院生を含む国内外の若手研究者の育成を図った。 

 

Ø 国際外部評価委員や海外連携機関の長等との意見交換実施状況 【検証する観点②】 

海外学術機関の外国人研究者を評価委員とした国際外部点検評価を、研究面では、部門に

ついて 10 年ごと、運営面では隔年（第３期内）実施している。2016 年度には海外学術機関から国

際的有識者３名を評価委員として国際評価を実施し、評価委員からのコメントを研究所の運営改

善に反映させた。また、海外連携機関長等の招聘、並びに、研究所長や研究教育職員の海外学

術機関等への訪問の際に、国際共同研究や連携活動推進に関する意見交換を実施することで、

国際連携の強化、国際的な研究動向の把握に努めている（図 10）。とくに、小型魚類研究を推進

する複数の海外学術機関と同分野のさらなる発展に向けた意見交換や、海外学術機関のイメージ

ング施設の担当者と施設運用や同分野の技術者育成に関する意見交換を実施した。 

 

図 10. 第３期での海外学術機関との主な意見交換会 

 

Ø 研究力強化戦略室・国際連携グループによる支援体制 【検証する観点④⑤】 

上記の海外との人的流動や交流、外国人研究者との共同利用・共同研究の実施は、研究所

の戦略室国内国際連携グループを中心に行っている。URA特任助教を中心とする同グループには、

英語を母国語とし、日本語にも通じた外国人支援員１名を配置している。これにより、外国人の来

所や滞在に係る各種支援を実施するとともに、英語での情報発信の体制を整えている。また、外国

人研究者による共同利用研究の利用にあたっては、公募要領や申請システム等の英語化により、

対応を進めている。 
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Ø 今後の目指すべき方向性 

引き続き、『生き物研究を世界的に先導する中核拠点』として、国際的な研究動向の把握に務

めて先端性を維持するとともに、海外連携機関等との国際共同研究や連携活動を展開する。特に、

新規モデル生物開発などの基礎生物学研究所のユニークな取り組みについてはシンポジウム開催を

通して国際的中核拠点としてのプレゼンスを示すとともに、同研究コミュニティの形成・拡大を先導す

ることにより研究所のビジビリティの向上を目指す。海外の研究者による外部評価を定期的に実施

することで、研究所の機能強化や新分野の創生へと繋げる。また、最新の研究動向を捉えたシンポ

ジウム、実習コースの開催を通じて、若手研究者等の交流や育成を図る。更には、欧米との連携に

おけるアジア拠点として戦略的に強化、深化させるために、シンガポールとの間でより多面的な連携

へと拡大するための検討を行っている。他方で、新型コロナ感染症などによる国を超えた人的交流に

対する影響は大きく、オンラインを活用した、新しい形での『研究者交流の場』を模索する。 

 

Ⅳ．研究資源  

 

最先端の大型装置や貴重な学術資料・データ等、個々の大学では整備・運用が困難な

卓越した学術研究基盤を保有・拡充し、これらを国内外の研究者コミュニティの視点か

ら、持続的かつ発展的に共同利用・共同研究に供していること 

 

【主な観点】 

◎① 共同利用及び共同研究のために保有している施設、設備、学術資料、データベー

ス等の研究資源が、仕様、稼働状況、利用状況等に鑑み、当該研究分野における国

際的な水準に照らして、卓越したものと認められること 

◎② 施設、設備、学術資料、データベース等の研究資源を保有し、学術研究基盤とし

て外国人研究者を含め、共同利用・共同研究に活発に利用されていること 

③ 国内外の大学（共同利用・共同研究拠点を含む。）や研究機関等と連携してネットワークを

形成し、施設、設備、学術資料、データベース等の研究資源の整備や共同運用に取り組んで

いること 

④ 共同利用・共同研究に参加する関連研究者に対する支援業務に従事する専任職員（教員、

技術職員、事務職員等）が十分に配置されていること 

 

【自己検証結果】 

 

 

 

 

 

 

 

【検証する観点】 

①②③④ 

【設定した指標】 

・基礎生物学研究所が保有する高度な設備や最新技術を用いた共同利用・共同研究 

・大型スペクトログラフを用いた共同利用・共同研究の推進 
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（本文） 

Ø 基礎生物学研究所が保有する高度な設備や最新技術を活用した共同利用・共同研究 

【検証する観点①②】 

基礎生物学研究所が保有する高度な設備や先端機器と、高い能力と経験値を持つ人的資源

を研究者コミュニティに提供して大学等の研究レベルの向上にハード、ソフト両面で貢献するため、

共同利用・共同研究の枠組みを改編し、2016 年度より「統合ゲノミクス共同利用研究」および「統

合イメージング共同利用研究」を実施している。所内対応者に当たる教員（各２名および４名）を配

置し、実験計画立案からデータの取得、解析、論文執筆まで、共同利用研究者と緊密な共同利

用・共同研究を展開している。共同研究者の持つ生物学的課題ごとに議論し、最新の次世代シー

ケンサーや高性能計算機を用いた遺伝子情報解析、ライトシート顕微鏡などの最先端の光学顕

微鏡や生物画像解析技術を提供して、質量ともに優れた研究成果につなげている。第３期の４年

間で、統合ゲノミクス共同利用研究は 254 件、統合イメージング共同利用研究は 111 件の研究課

題を実施し、65 報の成果論文が発表された（図 11 左）。 

 

図 11. 基礎生物学研究所が保有する高度な設備や最新技術を用いた共同利用・共同研究 
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・ナショナルバイオリソースプロジェクト（NBRP）による生物資源の保存と提供 

・基礎生物学データベースの作成、管理および公開 

・大学連携バイオバックプロジェクト (IBBP)生物資源の保存活動 

・共同利用・共同研究への支援体制 
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Ø 大型スペクトログラフを用いた共同利用・共同研究の推進 【検証する観点①②】 

研究所創設期に共同利用研究施設として設置された、世界最大の超大型分光照射装置であ

る「大型スペクトログラフ」を用いた共同利用・共同研究を推進している。共同利用研究としての施

設稼働率は 90％以上を維持し、生物の光応答やその作用スペクトル決定の研究など多様でユニ

ークな共同利用・共同研究が展開され、第３期の４年間では、「光合成の光防御に対する青色光

受容体の決定的な役割の解明」等の卓越した成果を含む 16 報が発表されている（図 11 右）。 

 

Ø ナショナルバイオリソースプロジェクト（NBRP）による生物資源の保存と提供 【検証する観点①

③】 

NBRP メダカの中核機関、NBRP ゼブラフィッシュと NBRP アサガオの分担機関として生物資源の

維持・配布を行うとともに、新規系統やクローンの収集を進め、新たな生物資源として提供できるよ

うにしてきた。さらに、これらリソースの質の向上を目的として保存技術の開発やゲノム解析も行い、

付加価値のあるリソース提供の環境を整えている（図 12）。第４期 NBRP の中間評価（2019 年 10

月発表）では、NBRP メダカは 10 点満点中 7 点、NBRP ゼブラフィッシュは 10 点満点中 8.8 点、

NBRP アサガオでは 10 点満点中 7.3 点と、それぞれの活動が高く評価された。 

 

図 12. NBRP の活動による生物資源の維持・配布 

 

Ø 基礎生物学データベースの作成、管理および公開 【検証する観点①②】 

基礎生物学研究所では、「微生物ゲノム比較解析データベース（MBGD）」や「植物オルガネラデ

ータベース（PODB3）」など、基礎生物学研究所における研究、または所外との共同利用研究により

得られた遺伝子やゲノム配列等のデータを活用するためのデータベースを作成管理している。現在９
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個のデータベースを公開しており、2019 年度の総アクセス数は 231,563 件と、第２期の最終年度

（2015 年度）の 133,702 件から 173%に増加している（図 13）。９個のデータベースのうち、MBGD, 

PODB3, XDB3, PHYSCObase は、2019 年 4 月に会計検査院事務総長官房技術参事官による

ヒアリングを受け、「日本、世界からみても大変ユニークなデータベースで、今後一層の周知を行うこと

で基礎生物学研究所の名をさらに高めることに繋がることを期待する」と評価された。 

 

図 13.基礎生物学研究所で公開しているデータベースのアクセス数の推移 

 

Ø 大学連携バイオバックプロジェクト(IBBP)による生物資源の保存活動 【検証する観点③】 

基礎生物学研究所では、災害等による生物遺伝資源の損失を防ぐために、全国７大学と連携

して IBBP を運営し、国内外の研究者コミュニティに、持続的かつ発展的に共同利用・共同研究の

機会を提供している（図 14）。2012 年の活動開始以来、基礎生物学研究所内に設置した集中バ

ックアップ保管施設である、IBBP センターのバックアップ保管能力を向上するための設備の拡張を行

うと共に、バックアップ申請のオンライン化を実現し利便性の向上を図っている。2020 年３月末の時

点で、合計 2,268,739 サンプルをバックアップ保管している。また、生物遺伝資源新規保存技術開

発共同利用研究を進め、2016～2019 年度の４年間では 56 件を実施し、テントウムシやゼニゴケな

ど 10 種の新規モデル生物における新たな長期低温保存技術を開発した。さらに、毎年、超低温保

存に関する研究会を開催するとともに、マウス、魚類、昆虫、植物などの保存技術講習会を 17 回

開催し、超低温保存技術の普及に努めた。 
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図 14. 大学連携バイオバックプロジェクト (IBBP)生物資源の保存活動 

 

Ø 共同利用・共同研究への支援体制 【検証する観点④】  

1977 年に基礎生物学研究所が設立されて以来、技術課配属の技術職員による支援体制が

整備され、基礎生物学分野における高度な解析を国内外の研究者に提供してきた。高度な専門

性を備えた技術職員が、常に最先端機器を適切に管理・維持するとともに、共同利用・共同研究

者および所内対応の研究教育職員と密な連携体制を構築し、研究のデザインからデータ取得、解

析に至る支援を進めている。2010 年には、生物機能情報分析室、光学解析室、情報管理解析

から構成される生物機能解析センターを設置した。本センターは、研究教育職員４名と専門知識を

もつ技術職員８名を中心として運営され、遺伝子やタンパク質の同定や解析、イメージング解析、イ

ンフォマティクス解析など高度な技術を提供する体制となっている。また、モデル生物実験材料を管

理・維持するモデル生物研究センター（研究教育職員５名、技術職員３名）には、モデル動物研究

支援室、モデル植物研究支援室、アサガオバイオリソースユニット、メダカバイオリソースユニット、器官

培養研究支援室を設置し、様々なモデル生物の管理・維持を行っている。さらに、従来のモデル生

物では解析できない生命現象に取り組むために必要な新たなモデル生物の飼育・繁殖、実験操作

技術の開発を目指して、2013 年に新規モデル生物開発センター（研究教育職員７名）を設置した。

進化ゲノム学分野の専任教授と、ゲノム編集の専門家の特任准教授を広島大学とのクロスアポイ

ントメントにより配置し、全国の研究者と新規モデル生物の共同研究を進め、アブラムシやイベリトゲ

イモリなどのモデル生物化に成功している。 

また、共同利用研究の高機能化や円滑化を進めるために、研究力強化戦略室に共同利用グル

ープを設置し、情報収集と提供、事務支援員による共同研究者との連絡などを行っている。 
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Ø 今後の目指すべき方向性 

共同利用機器の高度化を進め、最新機器および最先端技術を提供して国内外の共同研究を

推進する。IBBP では、本格的に運用を開始したオンライン管理システムを用いて、集中的に業務を

行う体制を確立し、サテライト機関研究者の負担を減らすとともに、研究者コミュニティーとの連携を

さらに強化するため、運営委員会の拡充を行う。NBRP では、次期中期計画を見据えた安定的な

事業の実施と、提供リソースを用いた論文の効率的な収集、および新分野創成に資する新たなリソ

ースの開発を促進し、ユーザー層の拡大を目指す。また、コロナ禍においても共同利用・共同研究を

継続させるための遠隔化・自動化の対応を進める。 

 

Ⅴ．新分野の創出  

 

 社会の変化や学術研究の動向に対応して、新たな学問分野の創出や展開に戦略的に

取り組んでいること 

 

【主な観点】 

◎① 学際的・融合的領域における当該機関の研究実績やその水準について、研究分野

の特性に応じ、著しく高い成果を挙げていると認められること 

◎② 学際的・融合的領域において当該機関に属さない関連研究者が当該機関を利用し

て行った共同利用・共同研究による研究実績やその水準について、研究分野の特性

に応じ、著しく高い成果を挙げていると認められること 

◎③ 研究の進展に応じた異分野の融合と新分野の創出のため、他の大学（共同利用・

共同研究拠点を含む。）や研究機関等との連携について、研究組織の再編等の必要性を

含め定期的に検討を行っていること 

 

【自己検証結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本文） 

Ø 新規モデル生物開発センターで開発した新規モデル生物群 【検証する観点①②】 

2013 年度に設置した新規モデル生物開発センターが中心となり、従来のモデル生物では解析が

 

【検証する観点】 

①②③ 

【設定した指標】 

・新規モデル生物開発センターで開発した新規モデル生物群 

・アストロバイオロジーおよびプラズマバイオロジーとの連携 

・大学連携研究拠点ネットワークの形成 

・新分野創成や異分野融合研究のための研究組織、研究基盤の整備 
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困難な「高次の生命現象（例：社会性や共生など）」の研究に適した新規モデル生物の開発を、共

同利用・共同研究を通じて実施している。具体的には、モデル生物化に必要な育成、培養、繁殖

技術および遺伝資源の保存方法の確立、遺伝子情報の基盤整備、ゲノム編集技術、バイオイメ

ージング等の解析手法を組み合わせた研究パイプラインを生物種ごとに構築してきた。同センターに

は、進化ゲノム学を専門とする教授 1 名とゲノム編集技術を専門とするクロスアポイントメント特任

准教授 1 名を配置し、これら一連の研究をシームレスに実施できる体制で共同利用・共同研究を

進めている（図 15）。 

これまでに、イベリアトゲイモリ、ホタル、食虫植物等の全ゲノム配列や遺伝子発現の基盤情報整

備を進めるとともに、ゲノム編集技術を確立してきた。これらの取り組みにより、「ホタルの発光に重要

な遺伝子獲得の進化過程の解明」や「食虫植物フクロユキノシタのゲノム解読による食虫性の進化

解明への糸口の発見」等の成果発表に至った。また、2019 年４月の Nature 誌掲載の「新たなモデ

ル生物に関する記事」で基礎生物学研究所の研究活動が紹介されるなど、研究所の先端性は国

際的にも認知されている。現在、新規モデル生物開発を更に展開するために、これまで実施してきた

「モデル生物・技術開発共同利用研究」の実施内容等の改変についての議論を進めている。 

 

図 15.新規モデル生物開発センター 

 

Ø アストロバイオロジーおよびプラズマバイオロジーとの連携 【検証する観点①②】 

新たな学問分野の創出を目的として、アストロバイオロジー分野とプラズマバイオロジー分野に参

画した。国立天文台と共同でアストロバイオロジー分野の研究構想を行い、自然科学研究機構に

おけるアストロバイオロジーセンター設置に中心的な役割を果たすとともに、基礎生物学研究所から

定員（特任准教授１名、助教２名）を配置換えした。基礎生物学と天文学、惑星科学、地球科

学、分光学など多岐にわたる分野との視点を取り入れた学際的研究を推進している。地球とは異
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なる光環境で生育する仮想的な植物の光合成反応を、地球植物の光合成の生化学的解析結

果に基づいてシミュレーションし、系外惑星における生命探査の指標となりうる波長特性を提唱する

などの成果をあげている。 

また、2018 年度に発足した自然科学研究機構新分野創成センター・プラズマバイオ研究分野の

特任准教授１名と核融合研究所の特任助教１名が基礎生物学研究所を併任し、様々な生物試

料を用いてプラズマの生体応答機構の解析を行っている。近年開発に成功した常温大気圧下にお

ける温度制御が可能なプラズマ照射装置を、モデル真核生物である分裂酵母に用いることで、プラ

ズマが細胞に与える影響を遺伝子レベルで解析することが可能となった。 

 

Ø 大学連携研究拠点ネットワークの形成 【検証する観点③】 

基礎生物学研究所が中核拠点となり提案した、日本学術会議マスタープラン 2017 および同

2020 重点大型研究計画「生物の適応戦略研究のための大学連携研究拠点ネットワークの形成」

では、高次の生命現象である環境応答・適応戦略の研究推進・研究支援を目指している（図 16）。

既に、機能強化経費「生物の環境適応戦略解明に向けた統合的研究」、「大学間連携による新

規モデル生物の開発拠点形成」により、国内外研究機関とコンソーシアムを形成し、両新分野の創

出に取り組んでいる。 

 

図 16. 生物の適応戦略研究のための大学連携研究拠点ネットワークの形成 

 

Ø 新分野創成や異分野融合研究のための研究組織、研究基盤の整備 【検証する観点③】  

新分野創成や異分野融合研究推進のために、組織改編や機関間連携を通して、人的・物的
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の両面の整備を進めてきた。前述のように、2013 年度に新規モデル生物開発センターを設置し、柔

軟な人事によって専門性の高い研究者をリクルートし、当研究所で研究を推進する基盤を確立した。

その上で、特徴ある研究を行っている国内外の他機関との連携によってさらなる展開を図っている。

具体的には、生物の環境応答・適応戦略の解明等の研究推進のために、ドイツ・ハイデルベルグ大

学（2019 年より）、北海道大学低温科学研究所（2019 年より）や熊本大学発生医学研究所

（2020 年より）と新たに連携協定を締結し、双方の研究者による共同研究を開始した。 

また、学際的研究を推進するための新たな試みとして、2019 年より様々なバックグランドをもつ多

様なステージの研究者（基礎生物学研究所の研究者や大学院生、外国人研究者など）が研究空

間や機器を共有して相互に学問的刺激を受けながら研究を進める「オープンラボ」を新設し、融合

研究の推進と国際化を図っている（自由記載項目の「新たな生物学の開拓に向けたオープンラボの

設置」を参照）。 

これら人的整備とともに、ゲノム情報基盤整備に必要な超ロングリード DNA シーケンサー、単一

細胞オミクスやバイオイメージングによる細胞レベルでの遺伝子機能解析を可能とする機器の整備

等、物的側面からも研究基盤の整備を進めた。 

 

Ø 今後の目指すべき方向性 

引き続き、新規モデル生物開発とそれらを利用した研究の推進、アストロバイオロジーやプラズマバ

イオロジー分野との連携研究を推進し、生物が見せる高次の生命現象の解明に向けた共同利用・

共同研究を展開する。また、国内外の連携協定締結機関との連携を推進し、国内外の研究者が

参画する高次の生命現象解明に向けた共同利用・共同研究推進体制を強化する。更に、研究

部門、研究室、オープンラボにおいて、科学研究費補助金新学術領域研究領域代表者の輩出、

萌芽的研究、さきがけ研究などの外部資金獲得によって、最先端分野における新分野の創出を継

続する。 

共同利用研究の「研究会」を新規・融合研究分野創設の足掛かりとし、科学研究費助成事業

学術変革領域研究への申請準備など、分野成長を促す。また、若手研究者による新分野開拓を

推進するため、小規模の研究集会を多数回開催するための支援を行う。 

 

Ⅵ．人材育成  

 

優れた研究環境を活かした若手研究者の育成やその活躍機会の創出に貢献していること 

 

【主な観点】 

① 総合研究大学院大学の基盤機関として、大学と協力し、大学共同利用機関の優れ

た研究環境を活用して主体的に当該分野の後継者の育成等に取り組んでいること 

② 連携大学院制度等を活用し、国内外の大学院生を受け入れ、共同利用・共同研究

に参加させるなど大学院教育に積極的に関与していること 
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③ ポストドクター等の時限付き職員の任期終了後のキャリア支援に取り組むなど、若

手研究者の自立支援や登用を進め、研究に取り組みやすい環境を整備していること 

◎④ 若手研究者（海外研究者を含む。）の採用や育成に積極的に取り組んでいること 

◎⑤ 女性研究者を含めた人材の多様化に取り組んでいること 

◎⑥ 先端的・国際的な共同研究等への大学院生の参画を通じた人材育成に取り組んでいること 

 

【自己検証結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本文） 

Ø 大学院生の育成（総研大生の受入数、学位取得者数、特別共同利用研究員の受入数、

学生生活の支援） 【検証する観点①②⑥】  

1988 年の総合研究大学院大学の創設以来、基礎生物学研究所は、生命科学研究科 基礎

生物学専攻（2005 年に分子生物機構論専攻から基礎生物学専攻に名称変更）の基盤機関とし

て、最先端の研究環境を活かした大学院教育を実施している。各研究部門・研究室で進められて

いる先端的・国際的な共同研究に大学院生が主体的に参加することにより、クライオ電子顕微鏡

よる緑藻の光化学系 II 超複合体の立体構造の解明や次世代シーケンサーを用いた食虫植物のゲ

ノム解読などの成果をあげている。研究指導においては、多角的な視点を持って研究を進められる

よう、学生ごとに設定された、異なる専門分野の複数の教員により研究指導を行う制度を整えてい

る。さらに、年ごとの指導計画書の作成や、科学論文執筆の実践的な演習として５年一貫制博士

課程の２年次後半に研究進捗報告書を作成することなど、新たなプログラムを取り入れて、大学院

生が主体的に研究を遂行できる能力を身につけられるようサポートしている。講義科目としては、「基

礎生物学議論」などの専攻専門科目に加えて、専攻の枠を超えたプログラムである「バイオインフォマ

ティックス演習」、「イメージング科学」など特色ある科目を提供している。さらに、生命科学系の他専

攻と協力して、分野をこえた学術的交流や英語での研究発表を行う「生命科学リトリート」を開催し、

高い専門性と総合的な能力を備えた研究者の育成を行っている。また、連携機関である欧州分子

生物学研究所 (EMBL)での学生セミナーへの派遣など、海外での研究や発表の機会を積極的に

推進し、国際的な視野をもって活躍できる人材育成を進めている。2020 年３月までに、182 名に学

位を授与し、修了生は国内外の大学・研究機関の研究教育職（教授 10 名、准教授 25 名、講

師９名、助教 22 名、グループリーダー３名（2020 年４月現在））やポストドクトラルフェロー、民間企

【検証する観点】 

①②③④⑤⑥ 

【設定した指標】 

・大学院生の育成（総研大生の受入数、学位取得者数、特別共同利用研究員の受入数、学生生活の

支援） 

・若手研究者の育成（独自の研究助成、外部資金獲得の支援、キャリアパス支援） 

・男女共同参画推進および女性研究者支援（多目的室、女性研究者の割合） 
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業の研究員等として活躍している。 

全国の国公私立大学の大学院教育に寄与するため、他大学の大学院生を特別共同利用研

究員として受け入れ、研究指導を行っている（図 17）。また、名古屋大学大学院リーディングプログラ

ム「グリーン自然科学国際教育研究プログラム」（2011 年度より）、卓越大学院プログラム「トランスフ

ォーマティブ化学生命融合研究大学院プログラム」（2018 年度より）に連携機関として参画している。 

経済的支援として、大学院生全員を Research Associate として雇用し、給与を支給している（1

人あたり年間 100 万円（2019 年度実績））。さらに、民間企業からの寄付金による奨学金制度を設

けている。キャリアサポートとして日本学術振興会特別研究員申請に関する情報交換会（学振カフ

ェ）および面接の練習会の開催、さらに生活面においても大学院生同士の交流を促進するための院

生室の拡充、留学生向け日本語教室（生理学研究所、分子科学研究所と共同）など、幅広いサ

ポートを行っている。 

 

図 17. 2016 年度以降の大学院生の受入等の実績 

 

Ø 若手研究者の育成（独自の研究助成、外部資金獲得の支援、キャリアパス支援） 【検証す

る観点③④】  

学位取得後 10 年以内の若手研究者を博士研究員（NIBB リサーチフェロー、任期３年）として雇

用し研鑽を積ませた（2016 年度〜2019 年度の４年間で 27 名。そのうち 11 名については助教等と

して他大学へ転出し、2 名は海外の学術機関へ移動）。また、若手研究者を対象とした「基礎生物

学研究所若手研究費助成」を実施し、独自に進める研究課題を推進させた（2016 年度〜2019

年度で 13 名に助成、そのうち２名は他大学の助教として転出）。また、科研費を中心とする外部資

金の情報提供や情報交換会（科研費カフェ）を毎年開催している。さらに、2020 年４月より、NIBB

リサーチフェローの中から優秀な研究者を、任期が５年の特任助教に配置換えし、若手研究者が長

期的視野にたった革新的研究に挑戦できる機会を創出した。また、生理学研究所、分子科学研

究所と共同で「博士人材のためのキャリアパスセミナー＆相談会」を毎年開催し、キャリアパス支援を

行っている。 

 

Ø 男女共同参画推進および女性研究者支援（多目的室、女性研究者の割合）【検証する観

点⑤】  

男女共同参画に関する活動として、キャンパス内保育園の運営、出張時の子供帯同のための旅

費支援、ベビーシッターなど保育サービス利用経費の一部補助を行っている。また、2018 年度に所

内に設置した「多目的室」にて子供の帯同を可能とする取組を、2019 年４月から本格的に運用し、
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子育て世代の研究者支援の充実を図っている。 

女性教員を増やす取り組みとして、女性を対象とした公募を行い、2015 年に准教授１名、2019

年に教授１名を採用した。女性教員の比率は 2015 年４月の 8.95%から、2019 年４月では 12.5%と

増加している。 

 

Ø 今後の目指すべき方向性 

引き続き、基礎生物学専攻の基盤機関として、第一線の研究者による専門性の高い講義や実

習プログラムと、大学共同利用機関としての最先端機能を生かした特色ある大学院教育を実施し、

海外での研究の機会や国際学会での発表などの研鑽の機会を提供し、基礎生物学分野の次世

代の研究者を育成する。 

優秀な大学院生を確保するために、大学院説明会においてサイトビジットとオンラインを併用し、

コロナ禍においても研究所のパフォーマンスを若者が知る機会を増やすとともに、体験入学やインター

ンシップ制度を活用し、優秀な学生の選抜を行う。さらに、他大学の卓越大学院プログラムなどと連

携を深めることで、基礎生物学研究所に優秀な学部学生を受け入れる機会を増やす。また、国立

情報学研究所などと共同で推進している、国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラムな

どによって、優秀な外国人留学生の入学を可能とするとともに、学位取得した留学生との交流により、

海外大学に基礎生物学研究所の研究教育内容を広報する。 

若手研究者を対象とした独自の研究費助成や研究費獲得支援、キャリアパスセミナーなど、若

手研究者のキャリア形成につながる取組を継続し、次世代の研究者を育成するとともに、女性研究

者、外国人研究者など多様な人材の確保に努め、多様性の獲得に努める。 

国内外の若手研究者や大学院生を対象とした各種トレーニングコースを開催して次世代の研究

者のスキルアップを図り、生物学分野のコミュニティ全体のレベルアップに貢献する。 

 

Ⅶ．社会との関わり  

 

 広く成果等を発信して、社会と協働し、社会の多様な課題解決に向けて取り組んでい

ること 

 

【主な観点】 

① 産業界等にも開かれた研究機関として、利用可能な研究設備、研究成果、研究環

境等の大学共同利用機関が持つ機能を社会へ提供し、また、分かりやすく発信して

いること 

② 地域社会や国全体の課題の解決に向けて貢献できる分野や内容について、それらの課題

解決に取り組み、情報発信していること 

◎③ 研究成果を広く社会と共有し、社会との協働・共創を通じて、新たな研究の展開につなげる

とともに、社会の諸活動の振興に寄与していること 
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④ 研究成果を公開し、研究者のみならず広く社会における利活用に積極的に取り組むとともに、

論文及び論文のエビデンスとしての研究データ等を公開・保存していること 

 

【自己検証結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本文） 

Ø 研究力強化戦略室・産学連携グループの設置 【検証する観点①】 

産学連携・寄付金などを生かした社会との協働・共創を通じた新たな研究展開を目指し、戦略

室に産学連携グループを設置して URA 職員を配置し、産学連携、特許取得支援、寄付金のシス

テム改善などを行っている。 

 

Ø 情報発信・情報公開状況 【検証する観点②③】  

 研究力強化戦略室広報室に URA 職員を配置し、社会に開かれた活動を行っている。ホームペ

ージ、SNS、一般公開、プレスリリースなど様々な手段を用いて分かりやすく情報発信を国内外に行

うと共に、地域の理科教育事業への協力を通して、基礎生物学の普及と研究成果の浸透を図るこ

とを目標として下記の活動を行なっている。 

(i) 一般公開の実施 

 基礎生物学研究所の一般公開を３年ごとに実施し、研究所の活動に対する市民の理解の向上

に向け、交流・対話の場としている。2016 年度 (大隅氏のノーベル賞受賞発表直後の開催) の来

場者数は 4716 名、2019 年度の来場者数は 2980 名であった。 

 

(ii) 研究成果のプレスリリース発信 

 基礎生物学研究所で得られた研究成果が社会に広く還元されることを目指して、インパクトのある

研究成果について、わかりやすく解説したプレスリリースの発表を行っている。広報室に生物学分野

での博士号を持つ専任の URA を配置し、研究者のプレスリリース作成を支援すると共に、専門知識

を生かしてメディア対応を行っている。プレスリリースは年間平均 28 回行っている。研究成果のプレス

リリースをきっかけとして年間平均 62 件の新聞掲載が行われた。海外向けの英語リリースは、AAAS

（全米科学振興協会）が運営する「EurekAlert!」を用いて情報発信を行っている。また、リリースは

基礎生物学研究所ホームページのメインコンテンツとして掲載し、Facebook や Twitter などの SNS

も活用して、マスメディアに頼るだけなく、独自メディアによるリリース内容の発信を行っている（図 18）。 

【検証する観点】 

①②③ 

【設定した指標】 

・研究力強化戦略室・産学連携グループの設置 

・情報発信、情報公開状況 

・岡崎市との連携による教育支援活動 
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図 18．研究成果に関するプレスリリース件数とメディア掲載状況 

 

(iii) ホームページを用いた研究活動の情報発信 

基礎生物学研究所のホームページは、情報発信の中心媒体と位置付けている（2019 年度の年

間のホームページのページヒット数は 14,014,378）。2018 年度に大規模リニューアルを行いスマホ閲

覧に対応、2019 年度に常時 SSL 化に対応するなど、改良を続けている。 

 

(iv) メディアとの協働による広報・アウトリーチ活動 

 科学番組等の企画に広く協力し、基礎生物学研究の普及に努めている。第３期開始後、2016

年度〜2020 年７月までに、「NHK WORLD Science View（NHK 国際放送）」、「所さんの目がテ

ン！（日本テレビ）」など 11 件の番組企画に協力した。 

 

(v) 株式会社ドワンゴと共同で、研究者によるアウトリーチ活動の新たな形態として、生物の発生過

程のインターネット中継と研究者による解説を組み合わせたニコニコ生放送の番組を 2017 年度より

実施している。現在までに「アフリカツメガエルの発生」、「カブトムシの成長」、「メダカの発生」、「プラ

ナリアの再生」など全 8 回を実施し、好評を博している（図 19）。 

 

図 19．ニコニコ生放送を利用したアウトリーチ活動 
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 (vi) スーパーサイエンスハイスクール（SSH）を中心とした高校教育への協力 

 講師派遣による出前授業（2016〜2019 年度に９件）や、見学の受け入れ、SSH 校の研究成果

発表会イベント｢科学三昧 in あいち｣などにおける研究発表指導等により SSH の活動に協力して

いる。SSH 指定校以外にも、理科重点校を中心として学校教育からの要請に応え出前授業を実

施している。 

 

Ø 岡崎市との連携による教育支援活動 【検証する観点②③】 

 2015 年度に締結された岡崎市と自然科学研究機構との教育研究活動に係る連携協定に基づ

き、理科教育分野における岡崎市との連携活動を展開した。2016 年度〜2019 年度の４年間で、

市政 100 周年記念事業での実験教室の開催（参加者 50 名）、岡崎市と共催での大隅良典名誉

教授ノーベル賞受賞記念講演会の開催（参加者 992 名）、岡崎市教育委員会との連携による市

内小中学校への出前授業（全 35 回）、小中学校の理科の教員を対象としたセミナーの開催（全４

回）、職場体験の受入れ（のべ９校 35 名）、小中学生の自由研究の表彰（全 42 件）を行い、地域

の理科教育の高度化を支援した。 

 

Ø 今後の目指すべき方向性  

引き続き、上記の活動を継続し、研究活動などの情報発信を通じて、研究成果を社会と共有し、

様々な社会活動の振興に貢献する。広報・情報発信の手法を整理し、効率化を図る。また、英語

コンテンツのネット上での充実を図り、国際情報発信を充実させる。 

新たな取組として、産学連携・寄付金などを生かした社会との協働・共創を通じた新たな研究展

開、社会の諸活動の振興を目指して、研究活動の情報発信を行う。現在、クラウドファンディングサ

ービス会社との連携を推進中である。 

 

自由記述  

Ø 運営面の運営会議の所内委員が「２分の１以下」を満たしていない対応について 

研究者コミュニティからの意向を把握し、研究所の運営に反映させるための運営会議の 2020 年

度の構成委員は所内委員 11 名、所外委員 10 名であり、「所内委員が２分の１以下であること」と

いう条件を満たしていない。これについては、2021 年度より所内委員を１名減らすことで対処すること

を決定している。 

 

Ø 今後の運営体制の強化について 

2020 年 4 月より、より効率的な運営につなげるために組織改編を行い、研究所執行部（戦略会

議）および研究所の各委員会との連携機能を強化した。運営会議で決定された運営方針の元、

所長を議長とし主幹を中心とした「戦略会議」で具体的な業務内容を決定し、University 

Research Administrator (URA) 職員を中心とした「戦略室」で実務を行っている。本研究所の

URA は博士号をもつ研究者出身であることが大きな特徴で、研究を熟知した URA が研究所のパフ
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ォーマンスの向上に多大な貢献をしている。今後は、URA を Research Management and 

Coordination (RMC) という職域に転換し、研究教育職員と技術職員と RMC 職員が三位一体と

なった運営体制を構築してく予定である。 

 

Ø 新たな生物学の開拓に向けたオープンラボの設置 

国際連携の強化や次世代の新しい生物学の創成、さらに真にグローバル化された人材を育成す

るために、オープンラボを新設し、学際的研究を行う環境の整備を行った。このオープンラボでは、機

器などを共有することによって、新任の研究者がスタートアップに時間を割かずにスムーズに研究を開

始できることが特徴である。オープンラボには、新規モデル生物開発センターの一部のメンバーとプラズ

マバイオロジーや基礎生物学研究所・多様性生物学研究室メンバー、さらに COS ハイデルベルグ大

学（ドイツ）との連携プロジェクト・メンバーが集結し、新分野の開拓に挑戦する。2020 年４月より本

格的に運用を開始している。オープンラボと研究所のコアをなす従前の研究部門・研究室を中心と

するコアラボとのデュアルラボ体制の両輪で新たな生物学を先導する。将来的には、さきがけなどに

採択された若手研究者を受け入れられるスペースとして、オープンラボを活用することも視野に入れて

いる（図 20）。 

 

図 20. デュアルラボ体制による新たな生物学研究の推進 
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運営交付金が減少しているなか、科学研究費助成事業を中心とした外部資金をコンスタントに

獲得している。総額対する外部資金の比重は約 40%と高く維持されており、この外部資金が研究所
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の高い研究力を支えている（図 21）。それでも、共同利用に用いる最先端機器の導入、および機器

更新が困難な状況にある。例えば、利用者が多い次世代シークエンサーを用いた解析では、リース

契約で機器を導入して時代の流れに何とか対応している。数千万円の機器や装置を共同利用研

究機関に入れる仕組みを作ることが、新しい生物学分野の開拓において必要不可欠と考える。 

 

図 21 運営費の推移 

※2020 年度は 8 月時点で全ての経費が確定できないため記載できない 

 

Ø 先見性のある研究の展開 

生物共生などのユニークな生物現象に着目した研究を展開してきたが、全ゲノム配列決定のノウ

ハウや、多様な生物種の受精卵を取得するノウハウを集積していたところに、ゲノム編集が可能にな

ったことで、一挙に生物学のフロント研究を展開する研究所へと躍り出た。さらに、最先端のバイオイ

メージング技術をいち早く導入して定量的な解析を推進したことで、極めて質の高い生物学研究を

展開した。今後においても、今まで手をつけられなかった生物学の重要課題について、当研究所の

先見性のある研究力を活かして解明していくとともに、共同研究、研究会、トレーニングコース等を

通して世界をリードする研究の普及を図り、『生き物研究の中核拠点』として、国内外の基礎生物

学を牽引していく。 
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